
 

 

 

民 主 島 根 
（1） 2023年 5月 21 日 

島
根
県
医
労
連
は
「
看
護

の
日
」
の
１
２
日
、
Ｊ
Ｒ
松

江
駅
前
で
医
療
・
介
護
現
場

の
増
員
や
夜
勤
改
善
を
求
め

る
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
集
会
を

開
き
ま
し
た
。 

森
山
篤
士
委
員
長
は
あ
い

さ
つ
で
「
過
酷
な
労
働
条
件

を
改
善
し
、
安
心
安
全
の
医

療
・
介
護
の
実
現
に
向
け
て

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、

民
主
県
民
ク
ラ
ブ
の
白
石
恵

子
県
議
、
自
民
党
議
員
連
盟

の
五
百
川
純
寿
、
田
中
明
美

の
両
県
議
、
県
健
康
福
祉
部

の
安
食
治
外
部
長
ら
が
参
加

し
、
連
帯
あ
い
さ
つ
。 

尾
村
県
議
は
「
再
び
白
衣

を
戦
場
の
血
で
汚
さ
な
い
た

め
に
も
、
平
和
と
命
を
守
り

抜
く
の
が
政
治
の
責
務
で

2023年 

 

 

 

０
２
４
年
問
題
」
が
迫
っ
て
い
る
。

運
転
手
の
過
酷
な
労
働
環
境
を
改
善

す
る
た
め
、
一
般
企
業
に
導
入
済
み

の
年
９
６
０
時
間
の
残
業
上
限
が
、

来
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
た
め
だ

▼
こ
う
し
た
中
、
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、

宅
急
便
の
配
達
を
一
部
区
間
で
「
翌

日
」
か
ら
「
翌
々
日
」
に
１
日
遅
く

す
る
と
発
表
し
た
。「
首
都
圏
や
新
潟

県
と
中
国
・
四
国
地
方
の
一
部
と
の

間
で
配
送
さ
れ
る
荷
物
」
な
ど
の
配

送
体
制
が
見
直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
は

最
短
で
翌
日
に
配
送
し
て
い
た
が
、

６
月
か
ら
は
「
翌
々
日
」
の
配
送
と

な
る
。
運
転
手
の
心
身
を
守
る
こ
と

は
法
の
責
務
で
あ
り
、
長
時
間
労
働

の
是
正
を
急
ぐ
の
は
当
然
の
こ
と
だ

ろ
う
▼
野
村
総
合
研
究
所
は
、
対
応

を
と
ら
な
け
れ
ば
人
手
不
足
で
２
４

年
度
は
全
国
の
荷
物
の
２
４
％
が
配

達
で
き
な
く
な
り
、
３
０
年
度
に
は

３
４
％
に
な
る
と
推
計
。
ネ
ッ
ト
市

場
の
拡
大
で
０
１
年
度
に
２
６
億
個

だ
っ
た
宅
配
便
取
り
扱
い
個
数
は
、

２
１
年
度
は
４
９
億
個
と
ほ
ぼ
倍
増

し
た
。
運
転
手
の
月
間
拘
束
時
間
は

２
７
４
時
間
に
上
り
、
こ
れ
を
上
回

る
人
が
３
割
以
上
も
い
る
過
酷
な
状

況
で
荷
さ
ば
き
さ
れ
て
い
る
▼
荷
物

が
増
え
続
け
る
中
で
、
さ
ら
に
ド
ラ

イ
バ
ー
の
仕
事
を
増
や
し
て
い
る
の

が
再
配
達
だ
。
国
交
省
の
調
査
で
は
、

１
か
月
で
扱
う
宅
配
便
の
う
ち
、
１

割
が
再
配
達
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
。
労
働
力
に
換
算
す
る
と
、

１
年
間
で
約
６
万
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
力
に
相
当
す
る
と
い
う
▼
無

人
走
行
車
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
に
は

ま
だ
時
間
が
か
か
る
。
ま
ず
は
、
配

達
を
依
頼
す
る
側
の
私
た
ち
が
時
間

指
定
や
即
日
配
達
、
再
配
達
な
ど
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
努
力
を
始
め
る

時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

（
遠
） 

日
常
生
活
の
中
で
何
か
と
利

用
す
る
宅
配
便
だ
が
、
危
機
的

な
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
不
足
に

よ
っ
て
物
流
が
停
滞
す
る
「
２
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す
。
医
療
労
働
者
の
処
遇
改

善
と
人
員
配
置
を
増
や
す
た

め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と

連帯あいさつする尾村県議と大国県議、市議団（松江市） 

訴
え
ま
し
た
。 

舟
木
健
治
、
橘
ふ
み
両
市

議
も
参
加
し
ま
し
た
。 

憲
法
９
条
は
世
界
の
宝

「
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ 

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ

の
集
い
」（
憲
法
改
悪
反
対
！

５
・
３
実
行
委
員
会
主
催
）

が
３
日
、
松
江
市
の
島
根
県

民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

山
口
大
学
名
誉
教
授
の
纐
纈

（
こ
う
け
つ
）
厚
氏
が
「『
安

保
３
文
書
批
判
と
命
の
安
全

保
障
政
策
の
提
言
』―

戦
争

で
き
る
国
か
ら
、
戦
争
す
る

国
へ
の
転
換
を
阻
む
た
め

に
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。（
写
真
）
約
３
０
０
人
が

耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

岡
崎
由
美
子
弁
護
士
が
「
平

和
憲
法
が
危
機
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
時
、
ど
う
対
処

す
べ
き
か
考
え
る
日
と
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

纐
纈
氏
は
、
安
保
３
文
書

で
は
中
国
な
ど
を
仮
想
敵
国

と
し
、
ア
メ
リ
カ
を
指
揮
官

に
戦
前
の
「
大
本
営
」
を
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
と
指

共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
、

橘
ふ
み
松
江
市
議
、
岩
田
剛

東
部
地
区
委
員
長
は
大
型
商

業
施
設
前
で
憲
法
を
守
り
生

か
す
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
、
岸
田
政
権

が
す
す
め
て
い
る
敵
基
地
攻

撃
能
力
保
有
と
大
軍
拡
は
歴

代
政
権
が
建
前
と
し
て
き
た

「
専
守
防
衛
」
の
原
則
を
投

げ
捨
て
る
憲
法
違
反
の
暴
挙

だ
と
厳
し
く
批
判
。
「
『
戦
争

は
し
な
い
』『
軍
隊
は
持
た
な

い
』
と
誓
っ
た
世
界
に
誇
る

憲
法
９
条
を
守
り
抜
き
、
政

治
に
生
か
そ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。 

橘
市
議
は
「
平
和
で
こ
そ

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

強
調
し
、
「
戦
争
国
家
づ
く

り
」
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と

は
相
容
れ
な
い
と
訴
え
ま
し

た
。 出

雲
市
で
は
大
国
陽
介
県

議
、
後
藤
由
美
市
議
が
街
頭

演
説
。
安
来
、
江
津
の
両
市

な
ど
で
も
地
方
議
員
を
先
頭

に
宣
伝
し
、「
憲
法
を
守
り
、

新
た
な
戦
前
に
さ
せ
な
い
」

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。 

５
月
臨
時
県
議
会
が

１
６
、
１
７
の
両
日
開
か

れ
、
各
議
員
の
常
任
委
員

会
へ
の
所
属
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
尾
村

利
成
県
議
は
「
防
災
地
域

建
設
委
員
会
（
防
災
部
、

土
木
部
、
地
域
振
興
部
、

企
業
局
所
管
）
」
に
、
大

国
陽
介
県
議
は
「
環
境
厚

生
委
員
会
（
環
境
生
活

部
、
健
康
福
祉
部
、
病
院

局
所
管
）
」
に
所
属
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
今
後
の
議
会
日
程
】 

  

５
月
２
３
日
は
、
国
へ

の
重
点
要
望
等
を
協
議
、

審
査
す
る
全
員
協
議
会

と
常
任
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
６
月
定
例
県
議

会
は
６
月
１
２
日
に
開

会
し
、
７
月
６
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。 

党
県
議
団
は
選
挙
公

約
で
掲
げ
た
島
根
原
発

問
題
や
子
育
て
・
教
育
支

援
の
充
実―

―

な
ど
を

取
り
上
げ
て
論
戦
す
る

予
定
で
す
。 

摘
。
ま
た
、
中
身
も
決
め
ず

に
軍
事
予
算
を
拡
大
す
る
の

は
「
財
政
民
主
主
義
に
も
反

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
他
国

を
信
頼
し
、
非
戦
・
非
武
装

を
世
界
に
訴
え
る
こ
と
が
重

要
だ
と
訴
え
ま
し
た
。 

集
会
後
、
参
加
者
は
「
憲

法
９
条
を
守
ろ
う
」「
戦
争
し

な
い
世
界
を
め
ざ
そ
う
」
と

訴
え
、
会
場
周
辺
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。 

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ

て
７
６
周
年
の
３
日
、
日
本

一般質問

（予定） 

一問一答質問

（予定） 

市民にアピールする看護師、介護職員ら（松江市） 


